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NUBIC 知的財産情報の要約を公開いたします。 
技術移転等を御希望の場合は，ホームページの「NUBIC 技術シーズ案件申込」フォームからお

申込みください。各担当コーディネーターから御連絡申し上げます。 
「NUBIC技術シーズ案件申込」フォーム： 

TOP＞共同・受託研究＞申込書／契約書＞本学研究シーズの利活用の申込み＞WEB から 
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表題 測定装置及び測定方法 
発明の概要・応用 通信トラフィックの増大により、第 5 世代無線通信技術をはじめ、近年

の無線通信技術では未利用の周波数帯域が広い高周波数の信号を無線通信

に利用する動きがある。しかし、高周波数の信号を利用する無線通信では、

無線通信評価のために通信信号をアナログ信号からディジタル信号に変換

する ADC の高コスト化と低分解能化が問題となる。 
そこで、ミキサを用いた周波数ダウンコンバート技術、等価時間サンプ

リング（アンダーサンプリング）技術、ソフト的な包絡線検波技術による

シンボルレート検出技術、アイパターン生成技術、PLL 技術等を組み合わ

せ、従来、リアルタイムサンプリングでしか評価できないと考えられてい

た信号品質を、アンダーサンプリングを用いても、評価可能にした。これ

により、高周波数の無線通信評価で問題となる ADC の高コスト化と低分解

能化を解決した。また、これまでの等価サンプリング技術では評価が困難

と考えられていたバースト信号に対しても、本技術が十分使用できる測定

条件を明確化することで、非常に有効な信号評価技術にした。 
発明の特徴・効果 高速な周波数を用いた位相変調型ワイヤレス，モバイル通信の通信信号評

価装置，計測装置 
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